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(57)【要約】
【解決手段】ウェハの少なくとも一部の画像を表示する
ためのさまざまなコンピュータ実行方法、キャリア媒体
およびシステムが提供される。ウェハの少なくとも一部
の画像を表示するコンピュータ実行方法は、ウェハの検
査によって獲得される、実質的にウェハ全体の画像の異
なる部分を個別に格納するステップを含む。画像の異な
る部分はウェハ上の異なる領域に対応する。その方法は
、ユーザによって要求された異なる部分のみをユーザ・
インタフェース（ＵＩ）に表示するステップも含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェハの少なくとも一部の画像を表示するためのコンピュータ実行方法であって、
　ウェハの検査によって獲得される実質的に前記ウェハ全体の画像のうちの異なる部分で
あって前記ウェハ上の異なる領域に対応する部分を個別に格納するステップと、
　ユーザによって要求された前記異なる部分のみをユーザ・インタフェースに表示するス
テップと、
を備えるコンピュータ実行方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記異なる領域が、前記ウェハ上で重ならない、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記異なる領域が、実質的に前記ウェハ全体を覆うように前記ウェハ上で互いに隣接し
ている、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記異なる領域が、前記ウェハ上で二次元の碁盤の目状に配列される矩形領域を含む、
方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記個別に格納するステップが、１以上の画像コンピュータの１以上の記憶媒体に、前
記異なる部分を個別に格納するステップを備える、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記個別に格納するステップおよび前記表示するステップが、異なるソフトウェア・モ
ジュールによって実行される、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表示するステップが、前記ユーザによって要求された前記異なる部分に対する１以
上の要求を、１以上の画像コンピュータに送信するステップを備える、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表示するステップが、
　前記ユーザ・インタフェースに表示されるべき前記異なる部分に対する前記ユーザから
の要求を受信するステップと、
　前記要求を１以上の画像コンピュータに分配するステップと、
　前記ユーザによって要求された前記異なる部分を前記１以上の画像コンピュータから受
信するステップと、
を含む、方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表示するステップが、前記ユーザによって要求された前記異なる部分のみを前記ユ
ーザ・インタフェース内に異なる複数の配列で表示するステップを含む、方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表示するステップが、
　前記ユーザによって要求された前記異なる部分のみを一時的に格納するステップと、
　前記一時的に格納された異なる部分のみを使用して、前記ユーザによって要求された前
記異なる部分のみを前記ユーザ・インタフェース内で異なる複数の配列で表示するステッ
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プと、
を含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表示するステップが、前記ユーザによって要求された前記異なる部分のみを異なる
複数の解像度で前記ユーザ・インタフェースに表示するステップを含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記個別に格納するステップが、前記異なる部分が獲得される解像度で、前記異なる部
分を個別に格納するステップを含む、方法。
【請求項１３】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表示するステップのために前記ユーザから要求を受信する前に、
　前記異なる部分の各々の解像度を変更することによって、前記異なる部分の各々に対応
する１以上の追加の部分を生成するステップと、
　前記１以上の追加の部分を、対応する前記異なる部分とともに個別に格納するステップ
と、
をさらに備える、方法。
【請求項１４】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、
　前記表示するステップのために、前記ユーザからの要求と、表示が実行されるべき解像
度と、を受信するステップと、
　前記受信するステップの後、前記表示するステップの前に、前記ユーザによって要求さ
れた前記異なる部分のみの解像度を、前記表示が実行されるべき解像度に変更するステッ
プと、
備える、方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表示が、前記ユーザ・インタフェースに同時に表示可能なデータのサイズによって
制限されない、方法。
【請求項１６】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表示が実行される時間は、前記ユーザ・インタフェースが表示されるディスプレイ
装置のサイズに比例し、前記ウェハの検査によって獲得される実質的に前記ウェハ全体の
前記画像に対応する生データのサイズから独立している、方法。
【請求項１７】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記個別に格納するステップが、多数のウェハのために実行され、
　前記表示するステップが、前記ユーザによって要求された、前記多数のウェハのうちの
２枚以上のウェハの前記画像の前記異なる部分のみをユーザ・インタフェースに同時に表
示するステップを含む、方法。
【請求項１８】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ユーザによって要求された場合、前記表示するステップが、前記画像の前記異なる
部分の全てを表示することによって、実質的に前記ウェハ全体の前記画像を表示するステ
ップを含む、方法。
【請求項１９】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ユーザによって要求された場合、前記表示するステップが、重ねられる前記ウェハ
のために生成された追加情報とともに、前記画像の前記異なる部分の全てを表示すること
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によって、実質的に前記ウェハ全体の前記画像を表示するステップを含む、方法。
【請求項２０】
　ウェハの少なくとも一部の画像を表示するコンピュータ実行方法を実行するためのコン
ピュータシステム上で実行可能なプログラム命令を具えるキャリア媒体であって、
　前記コンピュータ実行方法は、
　ウェハの検査によって獲得される実質的に前記ウェハ全体の画像のうちの異なる部分で
あって前記ウェハ上の異なる領域に対応する部分を個別に格納するステップと、
　ユーザによって要求された前記異なる部分のみをユーザ・インタフェースに表示するス
テップと、
を備える、キャリア媒体。
【請求項２１】
　ウェハの少なくとも一部の画像を示すように構成されるシステムであって、該システム
は、
　前記ウェハを検査することによって実質的に前記ウェハ全体の画像を獲得するように構
成される検査システムと、
　前記画像の異なる部分であって前記ウェハ上の異なる領域に対応する部分を個別に格納
し、ユーザによって要求された前記異なる部分のみをユーザ・インタフェースに表示する
ように構成されたコンピュータシステムと、
を備えるシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、少なくともウェハの一部の画像を表示するために、コンピュータで
実行される方法（コンピュータ実行方法）、キャリア媒体およびシステムに関するもので
ある。特定の実施例は、実質的にウェハ全体の画像の異なる部分を個別に格納するステッ
プと、ユーザによって要求された異なる部分のみをユーザ・インタフェースに表示するス
テップと、を含むコンピュータ実行方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　以下の説明および実施例は、この段落に含まれるという理由で従来技術として認められ
るわけではない。
【０００３】
　一般的に、論理素子およびメモリー素子のような半導体デバイスを製造するステップは
、半導体デバイスのさまざまな特徴および多数のレベルを形成するために、多数の半導体
製造プロセスを使用している半導体のウェハのような基板を製造するステップを含む。例
えば、リソグラフィは、半導体のウェハに配置されるレジストにレチクルからパターンを
転写するステップを含む半導体製造プロセスである。半導体製造プロセスの追加の例は、
化学機械研磨（ＣＭＰ）、エッチング、デポジションおよびイオン注入を含むが、これら
に限定されるものではない。多数の半導体デバイスは、単一の半導体のウェハ上の配列で
製造された後、個々の半導体デバイスに分割されうる。
【０００４】
　半導体製造プロセス中のさまざまなステップにおいて、検査プロセスを用いてウェハ上
の欠陥を検出し、製造プロセスにおける高い収率、ひいては高い利益を獲得する。検査は
、常に、半導体デバイスの製造ステップの重要な一部であった。しかしながら、半導体デ
バイスの寸法が減少するにつれて、より小さい欠陥がデバイスを故障させうるので、許容
可能な半導体デバイスの製造に成功するために、検査はますます重要になる。例えば、半
導体デバイスの寸法が減少するにつれて、比較的小さい欠陥でさえ半導体デバイスの不必
要な異常を引き起こしうるので、サイズが減少した欠陥の検出が必要になってきた。
【０００５】
　検査結果が意味のある方法でユーザに伝達されない限り、および／または、検査結果が
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他のシステムまたは方法によって利用可能な形式に変換されない限り、検査結果は基本的
に役立たない。いくつかの場合では、その他の作業に加えて、「アルゴリズム・エンジン
」と呼ばれているソフトウェア・コンポーネントが、ウェハ検査システムから得られる生
データを変換する。アルゴリズム・エンジンは、そのデータをウェハの「画像」と呼ばれ
ているピクセル強度値の矩形行列に変換する。「ユーザ・インタフェース」（ＵＩ）と呼
ばれている他のソフトウェア・コンポーネントは、それらのピクセル強度をコンピュータ
・モニタに表示する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ウェハの画像を表示するための、上記の方法の一般的なアプローチは未だ有効である。
しかしながら、表示機能を実行するこの方法は、いくつかの基本的な制限を有する。例え
ば、上記の方法は、ウェハの画像をコンピュータ・ソフトウェア内で１つの微小なデータ
として描写する。単一の画像ソフトウェア対象を使用することは、その画像対象のサイズ
が十分小さく、コンピュータのメモリ（例えばＲＡＭ）内に適合できたので、従来の検査
システムには受け入れられている。昨今の検査システムは非常に多くのデータ・サイズを
生成し、この種のシステムによって生成されるウェハ全体に対する高解像度データは非常
に大きいので、現実的にはコンピュータのメモリ内に適合しない。そのウェハ・データの
部分は、画像ファイルとして保存され、表示のためにオフラインでロードされうる。しか
しながら、この種の画像ファイルを使用して、ウェハ画像全体を通してナビゲートするこ
とは不可能である（すなわち、現実的ではない）。
【０００７】
　従来の方法は、単一のコンピュータで動作するソフトウェアの単一部分に連結されるア
ルゴリズム・エンジンおよびＵＩもまた使用する。検査システムの全体的なスループット
は、複数の画像コンピュータ（ＩＭＣ）を使用して、それらの各々で同一のアルゴリズム
・エンジンを並行に走らせることによって改善できる。
【０００８】
　さらにまた、ＵＩが特定のコンピュータ・プラットフォーム用に設計または対象とされ
ることは一般的である。しかしながら、アルゴリズム・エンジンを実行しているソフトウ
ェアが、プラットフォームの選択に中立であることが望ましい。この中立であることによ
って、アルゴリズムは、最高性能を示すプラットフォームのいずれにもビルド可能となる
。しかし、従来方法は１つのソフトウェアとしてＵＩおよびアルゴリズム・エンジンを連
結するので、エンジンのためのプラットフォームの選択はＵＩのそれに事実上制限されて
いる。
【０００９】
　したがって、比較的大きいデータ・サイズに対応することによって、実質的にウェハ全
体の画像をナビゲーション可能にすることによって、この種の表示のより高いスループッ
トを可能にすることによって、そして、この種の表示のためのソフトウェアが実行される
プラットフォームに柔軟性もたせて、最高性能を可能にするプラットフォームを用いるこ
とによって、検査システムから獲得されるウェハの画像の効率的な表示のためのコンピュ
ータ実行方法、キャリア媒体およびシステムを開発することは有利である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　方法、キャリア媒体およびシステムの各種実施例に関する以下の説明は、いかなる形で
あれ、添付の特許請求の範囲の内容を制限するものとして解釈されるべきではない。
【００１１】
　一実施例は、少なくともウェハの一部の画像を表示するためのコンピュータ実行方法に
関する。この方法は、ウェハの検査によって獲得される、実質的にウェハ全体の画像の異
なる部分を個別に格納するステップを含む。画像の異なる部分は、ウェハ上の異なる領域
に対応する。この方法は、ユーザによって要求された異なる部分のみをユーザ・インタフ
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ェース（ＵＩ）に表示するステップを含む。
【００１２】
　一実施例では、異なる領域はウェハ上で重ならない。他の実施例では、異なる領域が実
質的にウェハ全体を覆うように、異なる領域はウェハ上で互いに隣接している。追加の実
施例では、異なる領域は、二次元の碁盤の目状に配列されるウェハ上の矩形領域を含む。
【００１３】
　一実施例では、画像の異なる部分を個別に格納するステップは、１以上の画像コンピュ
ータ（ＩＭＣ）の１以上の記憶媒体に、異なる部分を個別に格納するステップを含む。他
の実施例では、画像の異なる部分を個別に格納するステップと表示するステップとは、異
なるソフトウェア・モジュールによって実行される。
【００１４】
　追加の実施例では、表示するステップは、ユーザによって要求された異なる部分のため
の１以上の要求を１以上のＩＭＣに送信するステップを含む。他の実施例では、表示する
ステップは、ＵＩに表示されるべき異なる部分に対するユーザからの要求を受信するステ
ップと、要求を１以上のＩＭＣに分散するステップと、ユーザによって要求された異なる
部分を１以上ＩＭＣから受信するステップと、を含む。
【００１５】
　一実施例において、表示するステップは、ユーザによって要求された異なる部分のみを
ＵＩの異なる配列に表示するステップを含む。他の実施例では、表示するステップは、ユ
ーザによって要求された異なる部分のみを一時的に格納するステップと、一時的に格納さ
れた異なる部分のみを使用して、ユーザによって要求された異なる部分のみをＵＩの異な
る配列に表示するステップと、を含む。
【００１６】
　一実施例において、表示するステップは、ユーザによって要求された異なる部分のみを
ＵＩに異なる解像度で表示するステップを含む。他の実施例において、画像の異なる部分
を個別に格納するステップは、異なる部分が獲得される解像度で、異なる部分を個別に格
納するステップを含む。他の実施例では、本発明の方法は、表示ステップのためにユーザ
から要求を受信するステップの前に、異なる部分の各々の解像度を変更することによって
、異なる部分の各々に対応する１以上の追加の部分を生成するステップと、対応する異な
る部分とともに、１以上の追加の部分を個別に格納するステップと、を含む。他の実施例
では、本発明の方法は、表示するステップためのユーザからの要求と、表示するステップ
が実行されるべき解像度とを受信するステップと、受信するステップの後、表示するステ
ップの前に、ユーザによって要求された異なる部分のみの解像度を、表示するステップが
実行されるべき解像度に変更するステップと、を含む。
【００１７】
　一実施例において、表示ステップは、ＵＩに同時に表示可能なデータのサイズによって
制限されない。他の実施例では、表示するステップを実行する時間は、ＵＩが表示される
表示装置のサイズに比例し、ウェハの検査によって獲得される、実質的にウェハ全体の画
像に対応する生データのサイズから独立している。
【００１８】
　一実施例において、画像の異なる部分を個別に格納するステップは、多数のウェハのた
めに実行される。そのような実施例において、表示ステップは、ユーザによって要求され
た多数のウェハのうちの２枚以上の画像の異なる部分のみを同時にＵＩに表示するステッ
プを含む。
【００１９】
　他の実施例では、ユーザによって要求された場合、表示するステップは、画像の異なる
部分の全体を表示することによって、実質的にウェハ全体の画像を表示するステップを含
む。追加の実施例では、ユーザによって要求された場合、表示するステップは、重ね合わ
されたウェハのために生成された追加情報とともに、画像の異なる部分の全てを表示する
ことによって、実質的にウェハ全体の画像を表示するステップを含む。
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【００２０】
　上記の方法の各ステップは、本明細書にさらに記載されているように実行されうる。加
えて、上記の方法の各実施例は、本明細書に記載されている他の任意の方法の他の任意の
ステップを含みうる。さらにまた、上記の方法の各実施例は、本明細書に記載されている
任意のシステムによって実行されうる。
【００２１】
　他の実施例は、少なくともウェハの一部の画像を表示するためのコンピュータシステム
上で実行可能なプログラム命令を含むキャリア媒体に関する。本発明の方法は、ウェハの
検査によって獲得される、実質的にウェハ全体の画像の異なる部分を個別に格納するステ
ップを含む。画像の異なる部分は、ウェハ上の異なる領域に対応する。本発明の方法は、
ユーザによって要求された異なる部分のみをＵＩに表示するステップもまた含む。
【００２２】
　上記のキャリア媒体は、本明細書に記載されているように構成されうる。コンピュータ
実行方法のステップは、本明細書にさらに記載されているように実行されうる。加えて、
プログラム命令が実行可能であるコンピュータ実行方法は、本明細書に記載されている他
の任意の方法の他の任意のステップを含みうる。
【００２３】
　追加の実施例は、少なくともウェハの一部を表示するように構成されるシステムに関す
る。そのシステムは、ウェハを検査することによって実質的にウェハ全体の画像を獲得す
るように構成される検査システムを含む。そのシステムは、画像の異なる部分を個別に格
納するように構成されるコンピュータシステムもまた含む。画像の異なる部分は、ウェハ
上の異なる領域に対応する。コンピュータシステムは、ユーザによって要求された異なる
部分のみをＵＩに表示するようにも構成される。システムは、本明細書に記載されている
任意の実施例に従ってさらに構成されうる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本明細書に記載されているコンピュータ実行方法の１以上の実施例を実行するの
に用いられるシステムの一実施例のブロック図を示す概略図である。
【図２】本明細書に記載されているように、個別に格納された、実質的にウェハ全体の画
像の異なる部分に対応するウェハ上の異なる領域の一実施例の平面図を示す概略図である
。
【図３】本明細書に記載されているコンピュータ実行方法の一つ以上の実施例を実行する
ために、コンピュータシステム上で実行可能なプログラム命令を含むキャリア媒体の一実
施例および少なくともウェハの一部を表示するように構成されたシステムの一実施例を示
すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明のさらなる利点は、以下の好適実施例の詳細な説明および添付の図面を参照する
ことによって当業者に明らかになるであろう。
【００２６】
　本発明は各種の変更および代替の形式に対応可能であるが、本発明の特定の実施例は、
一例として図面に示されるとともに本明細書において詳述される。図面は原寸に比例して
いない。しかしながら、図面およびこれに対応する詳細な説明は、本発明を、開示される
特定の形態に制限することを意図せず、むしろ、添付の特許請求の範囲によって定義され
る本発明の精神および範囲に含まれる全ての変更態様、等価物および変形例に及ぶことを
理解されたい。
【００２７】
　本明細書において、用語「ウェハ」は、一般に、半導体または非半導体材料で形成され
る基板を意味する。この種の半導体または非半導体材料の例は、単結晶シリコン、ガリウ
ムヒ素およびリン化インジウムを含むが、これらに限定されるものではない。この種の基
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板は、一般に半導体製造施設において見られるおよび／または製造されうる。
【００２８】
　ウェハは、基板上に形成される１以上の層を含むことができる。例えば、この種の層は
、レジスト、誘電材料、導電材料および半導体材料を含むが、これらに限定されるもので
はない。この種の層の多くの異なるタイプが当技術分野で周知であり、本明細書において
使用される用語「ウェハ」とはこの種の層の全タイプを含むウェハを包含することを意図
する。
【００２９】
　ウェハ上に形成される１以上の層は、パターニングされていても、されていなくてもよ
い。例えば、ウェハは、複数のダイ（各々が繰返しのパターンを有する）を含みうる。こ
の種の層の材料の形成および製造は、最終的には完成したデバイスになりうる。集積回路
（ＩＣ）のような多くの異なるタイプのデバイスを、ウェハ上に形成することができ、本
明細書において使用される用語「ウェハ」は、当技術分野で周知の任意のタイプのデバイ
スが製造されているウェハを包含することを意図する。
【００３０】
　本明細書において、実施例はウェハに関して記載されているが、マスクまたはフォトマ
スクとも一般に称されうるレチクルのような他の例の少なくとも一部の画像を表示するた
めに実施例を用いることができるということを理解されたい。多くの異なるタイプのレチ
クルが当技術分野で周知であり、本明細書において使用される「レチクル」、「マスク」
、「フォトマスク」という用語は、当技術分野で周知の全タイプのレチクルを包含するこ
とを意図する。
【００３１】
　次に、図面について検討すると、図面が一定の比率で描画されていない点に注意された
い。特に、図面のいくつかの要素の縮尺は、その要素の特徴を強調するために非常に拡大
されている。また、図面が同一の縮尺で描画されていない点に注意されたい。複数の図面
に示される、同じように構成されうる要素は、同一の参照符号が付されている。
【００３２】
　一般に、本明細書に記載されている実施例は、少なくともウェハの一部の画像を表示す
るステップを含む。加えて、本明細書に記載されている実施例は、ウェハ全体の画像化の
ために用いることができる。特に、本明細書に記載されている実施例は、検査システムか
ら獲得される半導体ウェハの画像の効率的な表示に用いることができる。
【００３３】
　少なくともウェハの一部の画像を表示するコンピュータ実行方法の一実施例は、ウェハ
の検査によって獲得される、実質的にウェハ全体の画像の異なる部分を個別に格納するス
テップを含む。ウェハの検査は、ウェハ用の画像データを生成または獲得することができ
る任意の検査システム（例えば、図１に示される検査システム10）を使用して、任意の適
切な方法で実行されうる。加えて、本明細書に記載されている実施例は、ウェハを検査す
るステップを含んでもよいし含まなくてもよい。例えば、本明細書に記載されている実施
例は、光でウェハを走査し、ウェハからの散乱光および／または反射光を検出し、および
／または他の任意の適切な方法で検査を実行することによって、ウェハを検査するステッ
プを含むことができる。しかしながら、本明細書に記載されている実施例は、他の方法ま
たはシステムによって実行されるウェハの検査によって生成された出力を使用して実行さ
れうる。例えば、他の方法またはシステムによって実行される検査によって生成される出
力は、任意の適切な方法で本明細書に記載されている実施例によって得られる（例えば、
検査システムからや、出力が検査システムに格納された記憶媒体などから）。
【００３４】
　画像の異なる部分は、ウェハ上の異なる領域に対応する。追加の実施例において、異な
る領域は、二次元の碁盤の目状に配列されるウェハ上の矩形領域を含む。例えば、図２に
示すように、画像の異なる部分は、ウェハ14上の異なる領域12に対応しうる。さらに、図
２に示すように、異なる領域は、ウェハ上で二次元の碁盤の目状に配列される。ある実施
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例では、本発明の方法は、実質的にウェハ全体の画像を異なる部分に分割するステップを
含みうる。例えば、実質的にウェハ全体の画像を分割するステップは、実質的にウェハ全
体の画像を、隣接した異なる部分（すなわちサブイメージ）（本明細書において「ウェハ
・タイル」とも称される）の長方形格子状配列に組むステップ（tessellating）を含みう
る。従って、ウェハ全体の画像を単一画像として描写し格納する代わりに、本発明の方法
は、個別に格納および表示され、集合的にウェハ全体の画像を描写できる異なる部分に、
ウェハ画像を碁盤目に組むステップを含みうる。ウェハ画像を碁盤目に組むステップは、
リアルタイムに（例えば、ウェハの検査の間、または画像データが獲得される間）または
ウェハ用の全画像データを獲得した後に（例えば、ウェハの検査の後に）実行されうる。
【００３５】
　全ウェハ画像が碁盤目に組まれるタイルの数は、例えば、ウェハの画像を獲得する検査
システムの１以上のパラメータに従い変化しうる。１以上のパラメータは、例えば、検査
システムの解像度またはピクセルサイズを含みうる。
【００３６】
　「画像タイル」の概念は新規ではない。それは、例えば、衛星画像の格納のために使用
されてきた。しかしながら、この種の「画像タイル」を使用することは、半導体のウェハ
画像の出願において新規である。特に、本願は、半導体ウェハの画像を表示するための画
像を碁盤目に組むこと（image tessellation）の最初の出願である。
【００３７】
　一実施例において、異なる領域はウェハ上で重ならない。特に、上記の通りに、異なる
部分は、ウェハ上で互いに隣接しているウェハ上の異なる領域に対応しうる。他の実施例
では、異なる領域が実質的にウェハ全体を覆うように、異なる領域はウェハ上で互いに隣
接している。例えば、図２に示すように、異なる領域12は、実質的にウェハ全体に拡がる
。このように、実質的にウェハ全体の画像は、多くの異なる部分に碁盤目に組まれるので
、ウェハの任意の領域または全領域の画像は、本明細書に記載されるように、対応する部
分を表示することによって表示されうる。さらに、特定数の異なる領域が図２に示されて
いるが、実質的にウェハ全体の画像は、ウェハ上の任意の適当数の異なる領域に対応する
任意の適当数の異なる部分に分割されうる。
【００３８】
　一実施例において、画像の異なる部分を個別に格納するステップは、１以上の画像コン
ピュータ（ＩＭＣ）の１以上の記憶媒体に、異なる部分を個別に格納するステップを含む
。例えば、画像の異なる部分は、ディスク・アレイまたは、１以上のＩＭＣに取り付けら
れているか含まれている他の適切な記憶媒体に格納されうる。実施例は、異なる数のＩＭ
Ｃを使用して実行されうる。さらに、システムは、同数のＩＭＣで、そのＩＭＣ間のデー
タの分割が異なるように構成されうる。
【００３９】
　そのような実施例において、図１に示すように、検査システム10を、「画像コンピュー
タ・マスター」16または「ＩＭＣマスター」に接続することができる。特に、検査システ
ム10によって獲得される、実質的にウェハ全体の画像がＩＭＣマスター16に送信されうる
ように、検査システム10をＩＭＣマスター16に接続することができる。ＩＭＣマスターは
、任意の適切な構成を有することができ、任意の適切なハードウェアおよび／またはソフ
トウェアを含むことができる。さらに、ＩＭＣマスターは、他の任意の適切なコンピュー
タシステムと交換可能である。
【００４０】
　図１に示すように、ＩＭＣマスター16は、記憶ソフトウェア・モジュール18を含むこと
ができる。記憶ソフトウェア・モジュール18は、本明細書にさらに記載されているように
、実質的にウェハ全体の画像を異なる部分に分割するように構成されうる。さらに、記憶
ソフトウェア・モジュール18は、画像の異なる部分を個別に格納するように構成されうる
。ある実施例では、記憶ソフトウェア・モジュールは、画像の異なる部分を１以上のＩＭ
Ｃ（例えば、「ＩＭＣノード」24、26の各々）の１以上の記憶媒体（例えば、記憶媒体20
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、22）に個別に格納するように構成されうる。さらに、複数の異なる部分は、本明細書に
さらに記載されているように、１つの記憶媒体に個別に格納されうる。記憶ソフトウェア
・モジュール18は、任意の適切な構成を有しうる。記憶媒体20および22は当技術分野で周
知の任意の適切な記憶媒体も含むことができ、ＩＭＣノード24および26は任意の適切なＩ
ＭＣ、ハードウェアおよび／またはソフトウェアを含むことができる。さらに、ＩＭＣノ
ードは、他の任意の適切なコンピュータシステムと交換可能である。
【００４１】
　このように、画像は、異なる部分を個別に格納する同一のソフトウェア（例えば、記憶
ソフトウェア・モジュール18）によって、異なる部分に分割されうる。そのような実施例
において、アルゴリズム・エンジンによって生成される異なる部分のためのデータは、個
々のＩＭＣに取り付けられるディスク・アレイ上のアルゴリズム・エンジンによって格納
されうる。アルゴリズム・エンジンは、任意の適切な構成を有しうる。異なる部分に対応
する画像データは、ファイルシステムの画像ファイルとしてディスク上に個別に格納され
、ファイル名によって識別されうる。オペレーティング・システムの中には同一のディレ
クトリ内の比較的多数のファイルを効率的に処理しないものがあるので、ウェハ・データ
は「マクロ・ブロック」（例えばより大きい矩形領域）に分割されうる。例えば、図２に
示される領域12はマクロ・ブロックに対応し、各領域は、図２に示すように、「マイクロ
・ブロック」に対応する領域28に分割されうる。図２において、１つのマクロ・ブロック
は４つのマイクロ・ブロックに分割されているが、マクロ・ブロックは任意の適当な数の
マイクロ・ブロックに分割可能である。各マクロ・ブロックは、ファイルシステムのディ
レクトリに対応しうる。
【００４２】
　ある実施例では、異なる部分を個別に格納するステップは、異なる部分が獲得される解
像度で、異なる部分を個別に格納するステップを含む。例えば、異なる部分が獲得される
解像度は、検査システムの固有のピクセル解像度とすることができる。このように、異な
る部分が獲得される解像度は、検査システムのアルゴリズム・エンジンに従い変化しうる
。そして、このアルゴリズム・エンジンは、何らかの固有のピクセル解像度でウェハ・デ
ータを生成し、この同一の解像度で異なる部分を格納するように構成されうる。このよう
に、異なる部分のために格納されるデータは、固有の解像度データを含みうる。
【００４３】
　ユーザは、常にウェハ全体の画像データの全ピクセルをＵＩを使用して見る必要はない
であろう。それより、ユーザは、ほんの少数のウェハ・タイルのみを見る必要があるであ
ろう。このように、本発明の方法は、ユーザによって要求された異なる部分のみをＵＩに
表示するステップを含む。ユーザが表示を望むウェハ・タイルのユーザ要求は、任意の適
切な方法および任意の適切な形式で、本明細書に記載されている実施例により受信可能で
ある。表示に必要なウェハ・タイルの数を比較的少なくすることができ、個々のウェハ・
タイルのサイズを比較的少なくすることができる。例えば、常に表示されるウェハ・タイ
ルの数は、二次元配列で４×４に配置される１６枚のタイルを含むことができる。他の例
では、個々のウェハ・タイルのサイズは、約２５６ピクセル×約２５６ピクセルの規模と
することができる。従って、ウェハ全体の画像表示は、本明細書に記載されている実施例
を使用して現実的になる。さらに、ユーザは膨大な量の格納されたウェハ・データ（例え
ば、１以上のＩＭＣに格納される実質的にウェハ全体を覆う異なる領域に対応する異なる
部分）にアクセスしてきたが、本発明によれば、ユーザがその瞬間に見る必要があるピク
セルのみを要求することができる。
【００４４】
　本発明の方法は、ユーザによって要求された画像の異なる部分を図１に示されるＵＩ30
に表示するステップを含みうる。ＵＩは、任意の適切な構成を有することができる。加え
て、図１に示されるディスプレイ装置32を使用してＵＩを表示することができ、このディ
スプレイ装置32は、当技術分野で周知の任意の適切なディスプレイ装置（例えばコンピュ
ータ・モニタ）を含みうる。



(11) JP 2010-539485 A 2010.12.16

10

20

30

40

50

【００４５】
　一実施例において、上記の通りに画像の異なる部分を個別に格納するステップと、その
異なる部分を表示するステップは、異なるソフトウェア・モジュールによって実行される
。例えば、格納に使用されるソフトウェアおよび表示に使用されるソフトウェアを分離し
て、１つのソフトウェア・モジュール（例えばアルゴリズム・エンジン）が１以上のＩＭ
Ｃ上でウェハ・データの全てを作成および格納し、別個のＵＩソフトウェアが「ホスト・
コンピュータ」上で動作してもよい。
【００４６】
　そのような実施例において、図１に示すように、本発明の方法は、上記の通りに画像の
異なる部分を個別に格納するために、ＩＭＣマスター16上の記憶ソフトウェア・モジュー
ル18を使用するステップおよび、ユーザによって要求された画像の異なる部分をＵＩに表
示するために、ホスト・コンピュータ36上の表示ソフトウェア・モジュール34または「Ｕ
Ｉソフトウェア」を使用するステップを含むことができる。表示ソフトウェア・モジュー
ル34は、本明細書に記載されている任意の実施例に従って、この種の表示を実行するよう
に構成されうる。ホスト・コンピュータ36は、当技術分野で周知の任意の適切な構成を有
しうる。加えて、ホスト・コンピュータ36は、本明細書に記載されている１以上の方法の
実施例の１以上のステップを実行するように構成される、当技術分野で周知の他の任意の
適切なコンピュータシステムと交換可能である。
【００４７】
　他の実施例では、異なる部分を表示するステップは、ユーザによって要求された異なる
部分に対する１以上の要求を、１以上のＩＭＣに送信するステップを含む。追加の実施例
では、異なる部分を表示するステップは、ＵＩに表示されるべき異なる部分に対するユー
ザからの要求を受信するステップと、要求を１以上のＩＭＣに分散するステップと、ユー
ザによって要求された異なる部分を１以上ＩＭＣから受信するステップと、を含む。この
ように、ウェハ画像の異なる部分の問合せ（クエリ）および受信は、クラスタを通じて分
散されうる。
【００４８】
　例えば、ＵＩソフトウェアがコンピュータ・モニタに現れるものを管理する役割を果た
す場合、ＵＩソフトウェアは表示すべきウェハ・タイルの要求を生成しうる。これらの要
求は、１以上のＩＭＣ（例えば、図１に示されるＩＭＣノード24および26）に、ネットワ
ークを通じて送信されうる。加えて、多数のＩＭＣ（各々はウェハ画像全体のある部分を
担当する）が使われる場合、ホスト・コンピュータ36は、ウェハ・タイルのための要求を
、適切な個々のＩＭＣノード（要求データが格納されるノード）に委任するように構成さ
れるＩＭＣマスター16に送信しうる。従って、ＩＭＣマスターは、ウェハ画像データに使
用される、可変な設計決定である分割方式を知りうる。要求がホスト・コンピュータから
ＩＭＣマスターまで送信され、画像データがＩＭＣマスターからホスト・コンピュータま
で送信されうるように、ホスト・コンピュータおよびＩＭＣマスターは任意の適切な方法
で連結されうる。
【００４９】
　ネットワーク通信技術として、メッセージ・パッシング・インタフェース（ＭＰＩ）が
、ＩＭＣマスターと個々のＩＭＣノードとの間で用いられうる。この種の技術は、高性能
コンピューティングに通常であり、異なるトポロジ、プラットフォームおよびネットワー
ク接続に容易に構成されるので用いられうる。加えて、（例えば、異なるオペレーティン
グ・システムが用いられる場合）ホスト・コンピュータとＩＭＣマスターとの間の接続の
ためにソケット・プログラミングが使われうる。
【００５０】
　本明細書に記載されている実施例は、ウェハ画像全体を比較的容易且つ迅速にナビゲー
トするのに用いられうる。例えば、ある実施例では、異なる部分を表示するステップは、
ユーザによって要求された異なる部分のみをＵＩの異なる配列に表示するステップを含む
。このように、その実施例は、ウェハ・データの多重画像を調整するように構成されうる
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。ウェハ・データの多重画像を調整するステップは、ＵＩソフトウェア・モジュールによ
って実行されうる。ウェハ・データの多重画像が、ウェハ検査結果の工学分析のために使
われうる。例えば、ウェハ上の異なる領域の画像の目視比較のためにおよび／または異な
るアルゴリズムの結果の比較のために（例えば、アルゴリズム開発および／またはチュー
ニングのために）ユーザは、異なる部分間でナビゲートし、異なる組合せにおいて互いに
比較的近い異なる部分（例えば、隣）を見るように選択することによって異なる部分の多
数の組合せを視覚的に比較しうる。このように、ウェハ上で比較的遠い異なる領域に対応
する画像の異なる部分は、ＵＩには一緒に比較的近くに（例えば、隣）表示されうる。加
えて、異なる部分は、異なる配列で同時または順次ＵＩに表示されうる。
【００５１】
　別の実施例では、異なる部分を表示するステップは、ユーザによって要求された異なる
部分のみを一時的に格納するステップと、一時的に格納された異なる部分のみを使用して
、ユーザによって要求された異なる部分のみをＵＩの異なる配列に表示するステップと、
を含む。このように、要求された部分を異なる配列に表示するステップは、異なる部分が
格納された１以上のＩＭＣと複数回通信するステップを含むことはできない。例えば、ユ
ーザがスクロールバーをクリックすることは、異なる部分が表示される配列を変更するた
めに、どのようにユーザが実施例に指示することができるかの一例である。このように、
スクロールバーをクリックすることは、ＩＭＣとの何らかの新規な通信を必要としない方
法で表示が変更されるＵＩの活動を開始することができる。その代わりに、同一のウェハ
・タイルは、ＵＩの異なる場所で表示される。この目的のために、ホスト・ソフトウェア
は、最近受信したウェハ・タイルのキャッシュを保持しうる。ネットワークを通してＩＭ
Ｃに通信する代わりに、ローカルキャッシュからリドロウすることによって、ユーザはよ
り迅速な相互作用を得る。
【００５２】
　追加の実施例では、異なる部分をＵＩに表示するステップは、ユーザによって要求され
た異なる部分のみをＵＩに異なる解像度で表示するステップを含む。例えば、固有のピク
セル解像度に加えて、ＵＩが減少した解像度で１以上の画像の異なる部分を表示すること
をユーザは要求しうる。特に、通常、検査は比較的高いピクセル解像度（例えば固有のピ
クセル解像度）で実行される。しかしながら、減少した解像度によって、ユーザは画像の
肉眼で見える特徴および／または比較的大きい縮尺で画像の欠陥を識別可能になるので、
ユーザは減少した解像度でウェハの画像またはウェハのある部分の画像を見ることを望む
であろう。このように、実施例は、多重解像度でウェハ・データの多重画像を調整するよ
うに構成されうる。多重解像度でウェハ・データの多重画像を調整することは、ＵＩソフ
トウェア・モジュールによって実行されうる。加えて、多重解像度のウェハ・データの多
重画像は、同時にまたは順次、表示されうる。
【００５３】
　ある実施例では、本発明の方法は、異なる部分を表示するためのユーザから要求を受信
するステップの前に、異なる部分の各々の解像度を変更することによって、異なる部分の
各々に対応する１以上の追加の部分を生成するステップと、対応する異なる部分とともに
、１以上の追加の部分を個別に格納するステップと、を含む。例えば、個々のＩＭＣノー
ド上の任意のデータ整理を実行することによって、ネットワーク通信帯域幅が改善されう
る場合、ウェハ全体の表示は現実的になる。ＩＭＣは、固有の解像度のウェハ・タイルと
同一のピクセル数を含む比較的低解像度のウェハ・タイルをホスト・コンピュータに提供
しうる。加えて、データは多数の異なる解像度レベルで生成および格納されうる。例えば
、システムは、ＩＭＣノードがデータを事前に計算および格納する種々の解像度レベルで
設計されうる。ＩＭＣノードがデータを事前に計算および格納する解像度レベルの数（例
えば、本明細書にさらに記載される「オンザフライ」のサブサンプル）は設計決定として
選択されうる。
【００５４】
　追加の実施例では、本発明の方法は、異なる部分を表示するためのユーザからの要求と
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、異なる部分を表示するステップが実行されるべき解像度と、を受信するステップと、要
求を受信するステップの後、異なる部分を表示するステップの前に、ユーザによって要求
された異なる部分のみの解像度を、異なる部分を表示するステップが実行されるべき解像
度に変更するステップと、を含む。例えば、ＩＭＣノードがデータを事前に計算および格
納する解像度レベル以外の解像度レベルに対して、ＩＭＣは、要求が受信されるときに「
オンザフライ」でデータをサブサンプルしうる。
【００５５】
　ある実施例では、異なる部分を個別に格納するステップは、多数のウェハに対して実行
され、異なる部分を表示するステップは、ユーザによって要求された２以上の多数のウェ
ハの画像の異なる部分のみを、ＵＩに同時に表示するステップを含む。このように、実施
例は、多数のウェハのために生成されたウェハ・データの多重画像を調整するように構成
されうる。例えば、複数のウェハの画像の１以上の異なる部分は、ＵＩに同時に表示され
うる。多数のウェハのためのウェハ・データの多重画像を調整するステップは、ＵＩソフ
トウェア・モジュールによって実行されうる。
【００５６】
　一実施例において、画像の異なる部分をＵＩに表示するステップは、ＵＩに同時に表示
できるデータサイズによって制限されない。特に、本明細書に記載されている実施例を用
いると、表示できるウェハ・データのサイズには制限がない。
【００５７】
　他の実施例では、画像の異なる部分をＵＩに表示するステップを実行する時間は、ＵＩ
が表示されるディスプレイ装置のサイズに比例し、ウェハの検査によって獲得される、実
質的にウェハ全体の画像に対応する生データのサイズから独立している。特に、本明細書
に記載されている実施例を用いると、データを表示するのに必要な時間は、コンピュータ
・モニタのサイズに比例して、生のウェハ・データのサイズに比例していない。
【００５８】
　他の実施例では、ユーザによって要求された場合、異なる部分を表示するステップは、
画像の異なる部分の全体を表示することによって、実質的にウェハ全体の画像を表示する
ステップを含む。このように、本明細書に記載されている実施例は、多量のウェハ・デー
タ全体を表示するように構成されうる。特に、画像データの異なる部分が個別に格納され
、要求された部分のみが表示されうるが、これは、ウェハ全体のための画像データが効率
的に表示できないことを意味しない。
【００５９】
　追加の実施例において、ユーザによって要求された場合、画像の異なる部分をＵＩに表
示するステップは、重ね合わされたウェハのために生成された追加情報とともに、画像の
異なる部分の全てを表示することによって、実質的にウェハ全体の画像を表示するステッ
プを含む。例えば、実施例は、ＵＩを使用して、情報の層を表示に重ね合わせるステップ
を含むことができ、その層は比較的大量のウェハ・データ全体を含むことができる。追加
情報は、強度を含む１つ以上の層、欠陥場所のインジケータ（例えば、ウェハ上の欠陥の
位置を示す何らかの印）、ウェハ上で実行された原子間力顕微鏡（ＡＦＭ）の検査結果の
ような測定結果、走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）の検査結果のような欠陥検査結果、ウェハ上
の１以上の層用デザインデータ等、またはそれらの組合せ含むが、これらに限定されるも
のではない。基本的に、本明細書に記載されている画像または画像の部分に重ね合わせる
ことができる追加情報は、画像表示時に利用可能且つアクセス可能なウェハに関する任意
の情報を含む。ウェハ全体の強度は、例えば、ノイズ・マップ、または、２００７年２月
９日に同一出願人Ｋｉｒｋ等によって出願された米国特許出願１１／６７３，１５０号に
記載されている方法および装置を用いて生成された他の画像とすることができる。なお、
米国特許出願１１／６７３，１５０号はあたかも本明細書において完全に記載されるかの
ように援用される。実質的にウェハ全体の画像に重ねあわされるウェハのために生成され
た情報は、ウェハ製造工程における異なるステップで生成される情報を含むことができる
。このように、実施例を用いて、ウェハ製造工程のステップの進行後に得られる画像を重
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ね合わせることができる。上述した任意の情報は、任意の適切な方法でウェハの画像に重
ね合わせることができる。
【００６０】
　上記の方法の各実施例は、本明細書に記載されている他の任意の方法の他の任意のステ
ップを含みうる。加えて、上記の方法の各実施例は、本明細書に記載されている任意のシ
ステムによって実行されうる。
【００６１】
　本明細書に記載されている実施例は、ウェハの画像を表示するための他の方法および装
置に勝る多くの利点を提供する。例えば、本明細書に記載されている実施例は、比較的大
きいデータ・サイズに対応することによって、実質的にウェハ全体の画像をナビゲーショ
ン可能にすることによって、この種の表示のより高いスループットを可能にすることによ
って、そして、この種の表示のためのソフトウェアが実行されるプラットフォームに柔軟
性もたせて、最高性能を可能にするプラットフォームを用いることによって、検査システ
ムから獲得されるウェハの画像の効率的な表示を提供する。
【００６２】
　特に、本明細書に記載されている実施例は、ウェハ画像の表示を加速するので、ユーザ
はウェハの検査結果を直ちに見ることができる。このように、アルゴリズム・エンジニア
が彼らの仕事の結果を直ちに見ることができるので、ウェハ検査アルゴリズムの開発およ
びテストを加速することができる。加えて、本明細書に記載されている実施例は、ウェハ
・データの全てを表示することができる。ウェハ用データの全てを表示することによって
、システムエンジニアは、検査システムに関する問題をより早く見つけることができる。
さらにまた、本明細書に記載されている表示技術は、検査システムの一部として検査シス
テム上で利用できるおよび／または検査システム内に組み込まれうる。検査システムの顧
客が比較的大きいデータ・サイズの全ウェハ・データを見ることができると、ウェハ上で
実行されるプロセスを監視および／または修正するのに用いられるより詳細な情報を、顧
客に提供するので有利である。
【００６３】
　他の実施例は、少なくともウェハの一部の画像を表示するコンピュータ実行方法を実行
するためのコンピュータシステム上で実行可能なプログラム命令を含むキャリア媒体に関
する。この種のキャリア媒体の一実施例は図３に示される。特に、キャリア媒体38は、コ
ンピュータ実行方法を実行するコンピュータシステム42上で実行可能なプログラム命令40
を含む。
【００６４】
　コンピュータ実行方法は、ウェハの検査によって獲得される、実質的にウェハ全体の画
像の異なる部分を個別に格納するステップを含む。画像の異なる部分を個別に格納するス
テップは、本明細書に記載されている任意の実施例に従って実行されうる。画像の異なる
部分は、ウェハ上の異なる領域に対応する。異なる部分は、本明細書に記載されている任
意の実施例に従って構成されうる。その方法は、ユーザによって要求された異なる部分の
みをＵＩに表示するステップも含む。ユーザによって要求された異なる部分をＵＩに表示
するステップは、本明細書に記載されている任意の実施例に従って実行されうる。
【００６５】
　プログラム命令によりコンピュータシステム上で実行可能なコンピュータ実行方法は、
本明細書に記載されている他の任意の方法の他の任意のステップを含みうる。加えて、キ
ャリア媒体は本明細書にさらに記載されているように構成されうる。
【００６６】
　本明細書に記載されているような方法を実行しているプログラム命令40は、キャリア媒
体38上で送信されるあるいはキャリア媒体38上に格納されうる。キャリア媒体は、導線、
ケーブルまたは無線伝送リンクのような伝送媒体とすることができる。キャリア媒体は、
読取り専用メモリ、ランダムアクセスメモリ、磁気ディスク、光学ディスクまたは磁気テ
ープのような記憶媒体とすることもできる。加えて、プログラム命令40は、２組の異なる
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プログラム命令を含みうる。１組のプログラム命令は、本明細書にさらに記載されている
ように、ウェハ画像を分割し、ウェハ画像の異なる部分を個別に格納するように構成され
うる。もう１組のプログラム命令は、本明細書に記載されている任意の実施例に従って、
ウェハ画像の異なる部分の表示を統合するように構成されうる。このように、ウェハ画像
データを作成および格納するプログラム命令を、ウェハ画像データの表示を制御するプロ
グラム命令から切り離すことができる。
【００６７】
　コンピュータシステム42は、パーソナルコンピュータシステム、メインフレーム・コン
ピュータシステム、ワークステーション、ＩＭＣ、パラレルプロセッサまたは当技術分野
で周知の他の任意のデバイスを含むさまざまな形態をとることができる。一般に、用語「
コンピュータシステム」は、記憶媒体からの命令を実行する１以上のプロセッサを有する
任意のデバイスを包含するように広く定義されうる。加えて、コンピュータシステム42は
、上記のＩＭＣマスター、ホスト・コンピュータおよびＩＭＣノードの機能の全てを実行
するように構成されうる。しかしながら、他の実施例では、コンピュータシステム42は、
本明細書に記載されている任意の実施例に従って構成されうる１以上の他のコンピュータ
システムと交換可能である。このような実施例では、（異なる、分離したプログラム命令
セットによって実行されうる）異なる機能が異なるコンピュータシステムで実行されるよ
うに、プログラム命令40は構成されうる。
【００６８】
　追加の実施例は、少なくともウェハの一部の画像を表示するように構成されるシステム
に関する。この種のシステムの一実施例は、図３に示される。例えば、図３に示されるよ
うに、システムは、ウェハを検査することによって実質的にウェハ全体の画像を獲得する
ように構成される検査システム44を含む。検査システムは、任意の適切な方法でウェハを
検査するように構成されうる。加えて、検査システムは、カリフォルニア州サンノゼのＫ
ＬＡ－Ｔｅｎｃｏｒから市販されているプーマ９０００および９１００シリーズのような
既存の検査システムを含みうる。この種のシステムのために、本明細書に記載されている
方法は、既存の検査システムの追加の機能として（例えば、システムの他の機能に加えて
）提供されうる。代案として、本明細書に記載されている検査システムは、「ゼロから」
完全に新規なシステムを提供するように設計されうる。他の実施例では、検査システムは
電子ビーム検査システムとすることができる。本発明のシステムに含まれうる市販の電子
ビーム検査システムの実施例は、ＫＬＡ－Ｔｅｎｃｏｒ製のｅＳ２５、ｅＳ３０およびｅ
Ｓ３１システムである。
【００６９】
　本発明のシステムは、また、画像の異なる部分を個別に格納するように構成されるコン
ピュータシステム42も含む。コンピュータシステムは、本明細書に記載されている任意の
実施例に従って、画像の異なる部分を個別に格納するように構成されうる。画像の異なる
部分は、ウェハ上の異なる領域に対応する。異なる部分および異なる領域は、本明細書に
さらに記載されてように構成されうる。コンピュータシステムは、ユーザによって要求さ
れた異なる部分のみをＵＩに表示するようにも構成される。コンピュータシステムは、本
明細書に記載されている任意の実施例に従って、ユーザによって要求された異なる部分を
表示するように構成されうる。コンピュータシステム42は、本明細書に記載されている任
意の方法の実施例の他の任意のステップを実行するように構成されうる。
【００７０】
　検査システム44を含むシステムの実施例では、コンピュータシステム42は、当技術分野
で周知の任意の方法で、検査システムに連結されうる。例えば、コンピュータシステム42
が、検査システムによって生成された検査結果を受信することができるように、コンピュ
ータシステム42は検査システム44のコンピュータシステム（図示せず）に連結されうる。
加えて、コンピュータシステム42は、検査システムの検出チャネル（図示せず）の検出器
（図示せず）の任意の出力（例えば画像データおよび信号）を受信することができる。
【００７１】
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　実施例は検査システムを含むものとして図１および図３に示されているが、本明細書に
記載されているシステムの実施例は検査システムを含まなくてもよく、本明細書に記載さ
れている方法の実施例は検査システムを必ずしも使用しなくてもよいということを理解さ
れたい。例えば、コンピュータシステム42および本明細書に記載されている他のコンピュ
ータシステムは、プロセス、検査、測定、レビューまたは他のツールの一部を形成しない
スタンドアロンのシステムとして構成されうる。このような実施例では、コンピュータシ
ステム42および本明細書に記載されている他のコンピュータシステムは、「有線」および
／または「無線」部分を含みうる伝送媒体によって、他のシステムからデータまたは情報
（例えば、検査システムおよび／または製造データベースからの検査結果）を受信および
／または獲得するように構成されうる。このように、伝送媒体は、コンピュータシステム
と他のシステムと間のデータリンクとして機能しうる。加えて、コンピュータシステム42
および本明細書に記載されている他のコンピュータシステムは、伝送媒体を介してデータ
を他のシステムに送信しうる。代案として、コンピュータシステム42は、検査システムま
たは他のツールの一部を形成しうる。例えば、コンピュータシステム42は、検査システム
に含まれうる。
【００７２】
　図３に示されるシステムの実施例は、本明細書に記載されているようにさらに構成され
うる。加えて、そのシステムは、本明細書に記載されている任意の方法の実施例の他の任
意のステップを実行するように構成されうる。
【００７３】
　本発明のさまざまな態様のさらなる変更および代替の実施例は、この説明から当業者に
とって明らかであろう。例えば、少なくともウェハの一部の画像を表示するコンピュータ
実行方法、キャリア媒体およびシステムが提供される。したがって、この説明は、例示の
みと解釈されるべきであり、本発明を実行するための一般の方法を当業者に教示するため
にある。本明細書において図示および説明される本発明の形態を、現在の好適実施例とし
てとらえるべきであると理解されたい。要素および材料は本明細書に図示および記載され
るものと置換可能であり、部分および工程は逆転可能であり、本発明の特定の特徴は独立
に利用可能であり、すべてが本発明のこの説明の利点を有するということは当業者に明ら
かであろう。添付の特許請求の範囲に記載の本発明の精神および範囲から逸脱することな
く、本明細書に記載されている要素における変更が可能である。
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